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23年度きてみてフェアー「ガラスとのふれあい」
担当者 森田俊夫、田畑功、岡田文男、安藤誠、
宮川しのぶ、佐藤秀左ェ問、山田隆昇、脇敬一
1 はじめに
10月 22日(士)に行われた r23年度きてみてフェアー」
では、 10時から工学部生物応用化学科学生実験室を会場と
して、一般の方々に日常では体験できないガラスの「溶け
る のばす・まげるJを親子で体験して頂くことを目的に
開催された。本年度は、時聞をかけ体験をして頂くことを
心掛けたために、「ガラスの花作製」と「ガラス玉作製Jの
2テーマを企画、参加者定員を親子参加で午前中 20組、午
後 20組の合計 40組とした。
2 体験肉容
体験内容は、先ず参加者それぞれに対し簡単な説明を行
い体験して頂いた。その後、体験内容を交代して頂き今回
の企画を楽しんで頂いた。具体的には以下のような製作体
験をして頂いた.
O ガラス由花作製
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r23年度きてみてフェアー」のポスター
担当者の指導を受けながらバーナーで直接ガラス菅を溶かし、息を吹き込み小さな球を作り、冷
めない内に着色液に浸け「ガラスの花Jを作って頂いた。その後、各自が作製したものと担当者
の方で作製しておいた数本を発砲スチロ}ノレに固定し、プラスチックケース内に納めた。
O ガラス玉作製
1，m程度にカットした 2色ガラス樟(ソーダガラス)片を選んで頂き、これを紙上に糊付けし、
電気炉内に納め、加熱してガラス玉を作慰した。その後、十分に冷却した後、出来たガラス玉に
ストラップを取り付けた。
3 まとめ
本年度は、定員を設け体験者数を制限したが、この企画は開放事業として開設された当初より、
常に人気の企画であるため、当日は多くの方々が体験することを望まれたため、限られたスペース
や時聞の中で急逮内容を変更し、数組の追加を受け入れた。参加者の中には、バーナーで溶かした
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ガラス管が飴のように伸びる様を目にし、歓声を上げる親子や自身が作ったカラフルな作品を大事
に手にする小学生の姿が見られた。このように r23年度きてみてフェア 」でも、体験者はガラスの
「溶ける ・のばす・まげるJを自分の手で体感することで zものづくり'の面白さを実感して頂き、
ガラスに対する理解及び知識を知る楽しい時間を過ごした。
